

























リ (Porphyratenera)である｡ この種は､夏の間はコンコセリス (2n)という形を取
ってカキ殻等に穿孔 して過ごし､秋になると殻胞子を形成してこれが発芽し葉状体(∩)
















･透明度の上昇一 透明度は約30年間に約0.5m上昇 している｡ 透明度の上昇は海水中
の光量を上昇させノリ葉体の生長を増大させるが珪藻類の発生 ･増殖を促進 したりも
する｡
･流れの変化- 流れの変化について詳細は明らかではないが､近年は水位の上昇が
みられ､流向が変化 していることが認められている｡
したがって､有明海湾奥部のノリ養殖は､気候要因や環境要因によって変わりつつあ
ることがうかがえる｡
3.ノリ産業としての課題と展望
ノリ産業は海水中に支柱を立て養殖することから環境へ影響を与えている｡ さらに
は活性処理や施肥による環境-の負荷があげられる｡ 一方､ノリ養殖は有明海で605
トンの窒素､61トンの燐 (乾海苔のN､P含有率は各々5.0､0.5%)を回収している｡
最後に､有明海は食料 (ノリ､貝類､魚類等)生産の場でありながら､環境が保全さ
れている｡ また環境を守るように人が努力を払っている｡ 有明海はそれぞれの利点を
最大限にまでアップさせ最高の調和をもって椎持されている｡ この関係をよく理解し､
将来に活用 していくことが必要である｡
なぜ晩秋の有明海には豊富な栄養塩が存在するのか ?
新参者の素朴な疑問
中村 泰男 (国立環境研究所)
<私的な序論>2年前の海苔の色落ち騒動のさなか､はじめて有明海を訪れた｡その
際手にいれた有明水産振興センターのパンフレットには､過去 30年間の有明海の環
境データが凝縮されていた｡日く､｢秋芽ノリのできる11月には栄養塩濃度が高 く､
クロロフィル量が低い｡そして､水温が年間最低になる1月末になって､植物プラン
クトンが卓越 し､これと併行 して栄養塩は枯渇する｣｡このパンフを眺めるうちに､
素朴な疑問が湧いてきた｡｢植物プランクトンの成長は､水温が高い晩秋に速やかで､
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